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福井大学産学官連携本部 米沢 晋

文科省地域委員会

未来のデザインを共に
- 地域におけるイノベーション共創にむけて -

令和2年6月5日

資料２
科学技術・学術審議会産業連携・地域支援部会

第10期地域科学技術イノベーション推進委員会（第３回）
R2.６.５
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福井地域の特徴
一般通念は北陸3県という括り方、しかし北陸産業経済圏と言うよりは関西圏（近畿経産局、近畿

厚生局、特に若狭地域は完全に関西文化圏）、工学部の学生は中部文化圏出身者が半数以上
（就職先（希望）が中部圏に偏る傾向が加速中）

中核産業：繊維、化学、プラスチック、電気機械、精密機械、一般機械など
○ 材料開発、材料加工による製品の
高付付加価値化、および新製品開発を
継続的に行い、地域経済を支え、優れ
た技術を蓄積してきた。

研究機関：福井大学（中心的役割、期待感と欠乏感）、福井工大、福井高専、福井県工業技術セ
ンター、若狭湾エネルギー研究センター、日本原子力研究開発機構敦賀本部

地元研究機関に寄せる期待度は？福井大学に対する信頼感は？

産学官連携拠点整備計画（平成21年度、地域中核産学官連携拠点「ふくいエコ・エネルギーマテリアル創生拠点（仮称）」）
提案当時の認識と付帯状況

ふくい地域について（簡単な前置き）



産業、企業という視点で見ると、そんな地域です

「実は」と言わないとわからない
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大学・研究機関

学内
学部・大学院

各センター

各委員会

テーマ別ＷＧ

繊維技術研究部会 建築・建設技術研究部会

産学官連携本部

共同研究推進部

計測・技術支援部

共同研究推進、協力会部会活動、
シーズ集、コーディネート活動等

共用設備、拠点運営、
オープンR&D、各種講習等

研究戦略・研究企画、研究分析、IR
活動、研究戦略データベース管理、
シーズ発掘、情報収集、 pre-RA活
動、post-RA活動、コンプライアンス、
リスク管理、予算・執行管理、
関連センター等運営管理等

地域産業研究開発拠点、
事業化企画・推進、連携戦略等

地域人材育成、国際化人材育成、
MOT教育，起業活動支援等

知財出願権利化、契約管理、
技術移転、ライセンス、
安全保障輸出管理

産学官連携推進 外部資金等研究統括

連携企画部

産学官連携推進部門

研究企画・管理部

知的財産・技術移転部

学外

産学官連携本部
窓 口

産学官連携・地域イノベーション推進機構

地域イノベーション推進本部

自動車部品研究部会 光・電子技術研究部会

(会長，副会長，理事，監事)

ふくい産業支援センター
福井商工会議所
福井経済同友会

協力会理事会 協力会運営委員会

バイオ・ライフ技術研究部会

情報技術研究部会

電池技術研究部会

ロボット技術研究部会

原子力技術研究部会

表面処理技術研究部会

産業人材育成部

研究統括部門

産学官連携本部協力会

産 業 界

自 治 体

各 省 庁

福井大学産学官連携本部組織



本日の内容

共同研究の現実を見つめ直す

研究成果の社会実装に立ちはだかる壁

事業を「創る」ことに踏込むために

規模感を特に

踏み出す「挑戦」

不都合な真実も含めて現実を見る

知的財産管理から見た課題

生まれいずる悩みにも似たもがき



全 学

(175,459)

(303,286)

(353,176)

(212,729)

R2.1.31
現在
(  )は昨年度
同時期データ



文 京

(71,403)

(148,381)

(254,330)

R2.1.31現在
(  )は昨年度
同時期データ



全 学

R2.1.31
現在
(  )は昨年度
同時期データ

(218)

(108)



年度別産学官連携本部協力会会員数

会
員
数



新たな価値創造

地方大学の共同研究は規模が小さい？（辛くても現実は現実・・）

下請型
共同研究

福井大学
（現状）

全国平均
（現状） 日本再興戦略2016目標

（３倍増）

既存の伸長

異分野
展開

新規市場
開拓

大
企
業

中
小
企
業

結実までの時間軸

連携の
規模

963千円/1件当たり平均

橋渡し

イノベーションの
マネジメント

STEP1

STEP2 STEP3

組織vs組織の本格的な産学連携

20252021

第3期終了時
（目標）

大企業を知る実務家教員

特区活用

経営マインドに

よる自立的な

センター活動

2,283千円

間接経費計

8,119
間接経費計

約 19,000
間接経費計

約 38,000

間接経費計

約 57,000
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地域で取り組んできた産学官連携のヒストリーから（別添資料も参照）



地域で取り組んできた産学官連携のヒストリーから



地域で取り組んできた産学官連携のヒストリーから



ふくいオープンイノベーション推進機構



地域でつくりあげてきたものを最大限生かすために（［SWOT分析］シンプル版）
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市場に直結する企業
のブランドに頼る販売
により、付加価値の回
収効率が低い

イノベーションによる
既存製品市場の消滅

地域における
戦略的連携体制

ユニークな
プロダクツ

内
部
環
境

外
部
環
境

プラス要素 マイナス要素

グローバル市場
からの

直接要求



本日の内容

共同研究の現実を見つめ直す

研究成果の社会実装に立ちはだかる壁

事業を「創る」ことに踏込むために

規模感を特に

踏み出す「挑戦」

不都合な真実から目をそらさない努力も

知的財産管理から見た課題

生まれいずる悩みにも似たもがき



大学のバラバラな知財を群化して活用できるようにしたい・・・

ふくい知財フォーラム 知財コンソーシアム
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知財関係者、目利き人材等に
よるワークショップ

大学

地域企業
繊維、眼鏡、機械、表面処理、化
学、プラスチック、電子等

企業
事業化

ふくい産業支援センター
若狭湾エネルギー研究セ
商工会議所連合会

公設試験研究機関等
地方自治体

各種金融機関

福井県発明協会
県知的所有権センター

技術シーズ

技術課題

知財提供

固有技術

産学官共同研究の推進、技術支援等

産学官プロジェクトの企画立案等

知財指導支援
流通促進

資金支援

県知的財産活用プログラム推進等

知財棚卸し
・再評価

知財
融合・複合

産学官
プロジェクト

共同研究
知財創出

研究
機関

公設
試等

知財関係
者・目利き
人材登録

地域知財バンク

文部科学省
技術移転推進室

経済産業局
特許室

産学官
共同研究

プロジェクト

ＪＳＴ、科学技術ｺﾓﾝｽﾞ 知財を通した融合促進の場づくり 知財の見極めと融合による技術移転

技術移転推進室



共同研究の源流、そして分水嶺から、事業へ至る長い道のり
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清川メッキ工業、田中化学研究所の例

関西電力、日本化薬、北陸ヒーティングの例

教員の個人的なつながりによる

シーズ・ニーズ情報交換
課題設定

可能性試験
（味見実験）

共同研究

連携本部CD活動などを通した

（技術）課題解決依頼
課題探索

分析および
情報収集

可能性試験
（味見実験）

共同研究

半年～1年 1年～2年

日華化学、工業技術センター（試験所）の例

課題設定
人材育成

依頼
共同研究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

課題設定

米沢個人の事例から



県民衛星事業と連携した新産業共創戦略（今、やっとファーストステップ）

※福井県産業労働部 新産業創出課「福井県民衛星プロジェクト」２０１９年４月資料より

※

※

福井新聞 2019年6月15日

打ち上げ！

福井県民衛星
技術研究組合

①「衛星画像表示システム」
福井県庁内で試行評価中
②「防災アプリケーション」
・・・“災害対応”に特化したアプ
リケーション開発中

東京大学
（中須賀研究室）
から、指導人材着任
（青柳氏）

福井大学へ

福井大学（産業化研究特区）に
新センターを設置、指導人材を
中心に、地域産学官金が連携し
て、新産業創出・発展に挑む！



つくる技術を

「あつめる」

つくる技術を

「みがく」
ベンチマーキング
による品質保証と
新しい挑戦

つくる技術を

「ものにする」

ベアボーンキット化
小ロット生産対応
ソリューション提供

地域の材料メーカー
が集まって衛星づく
りを学び、ものづくり
企業品質の人工衛
星を事業化

ASEAN等にも導入可

能な低価格データ
提供サービス

イノベーション人材
の育成、定着

既存地域産業
の高度化

ふくい宙（そら）プロダクト開発生産拠点化事業

地域に集積されている多様な高度基盤産業技
術を元に、学官をベンチマーキングのハブとし
て活用、極限環境での性能を保証できる製品
の設計から試作、生産を担うテクノロジーの開
発、および地域において持続的にイノベーショ
ンを推進するために必要な人材の育成

4年前に見上げていた夜空



地域でつくりあげてきたものを最大限生かすために（［SWOT分析］詳細版）

・市場に直結する企業のブラ
ンドに頼る販売により、付加
価値の回収効率が低い

・販売網，流通経路が制限さ
れる

・技術的に非連続的なイノベ

ーションの創出による既存製
品市場の消滅

・グローバル市場における多
様な価値観とその急激な変化

地域における
戦略的連携体制

ユニークな
プロダクツ

内
部
環
境

外
部
環
境

プラス要素 マイナス要素

グローバル市場
からの

直接要求

大企業、市場を知る
コーディネータ的な
実務家教員を配置

イノベーション
プロデューサー的な
実務家教員を配置
コトづくりによる地域の

持続的発展に基づく地方創生

産業化研究特区

地方創生推進本部

対策

対策

機会

強み

脅威

弱み
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炭素繊維複合材料、ナノめっき技術、
電池材料、パワーデバイス、レー
ザー部品 etc.

いいモノは世界から直接引き合い
がある。県内企業の海外進出率は
増加傾向。

いいモノ、面白いものを作って
いるのに、”Made in 福井” で
あることが最終消費者にわかり
にくい。

例えば、良いレコード針を安定して
売っていても、CDの普及に伴ってレ
コード市場そのものが消滅、「針」も
全く売れなくなるといったことが世界
でほぼ同時に起きうる。



本日の内容

共同研究の現実を見つめ直す

研究成果の社会実装に立ちはだかる壁

事業を「創る」ことに踏込むために

規模感を特に

踏み出す「挑戦」

不都合な真実から目をそらさない努力も

知的財産管理から見た課題

生まれいずる悩みにも似たもがき

もちろん上手くいかないことも多々あって・・



地域活性化の「軸」をつくるための体制

産学官連携本部

地域の強みとなる産業創出と，
その魅力の世界発信を持続的
に行える仕組みを構築

産学官連携・地域イノベーション推進機構

地域創生推進本部 産業化研究特区産業化研究特区

運営部門（専任教員）

共同研究推進部

連携企画部

産学官連携推進部門

研究企画・管理部

知的財産・技術移転部

研究統括部門

繊維・マテリアル研究センター

産業人材育成部

新組織新組織

テクニカルイノベー
ション共創センター

（t－URA）
新組織

人材育成 社会貢献 産業振興

地
域
繊
維
企
業
群

ことづくりコンソーシアム

地域の
「民」

高度テクニカル
サービス提供

生産技術開発
コンソーシアム

事業化推進研究ドリームチーム

地域企業群（ものづくり）
金融機関等

研究部門（専任 and兼任教員）

創生人材育成部（専任教員）

地域連携推進
（専任教員）

地域学習推進部

地域行政、
教育機関等

地域企業群
（非ものづくり系）

MOT教育

プラットフォーム
提供

しあわせづくりダイバーシティチーム

大学間連携

サテライトキャンパス

Fスクエア

伝統工芸、アート etc.

サービス
刺激

産学官金連携でコミットする教育・研究のカタチ



「ことづくり」の仕組プラン

センサー付
糸・布帛

運動管理ウェア
として利用

生体情報の
ビッグデータ化

パーソナルAI
スタイリストサービ

ス

コト（自分プロデュース）
e-テキスタイル

ユーザー自身の豊かな生活感モノ（機能性ウェア）
としての価値

衣類＋センサー 自分情報可視化
満足感（コト）の

ビジネス化

便利さと健康管理と満足感の一体化

ことづくりコンソーシアム生産技術開発コンソーシアム

素材技術者からIT技術者、スタイリスト、市場アナリスト等の
多様な人材が行き交いながら活躍できる「楽しみ」のある地域づくりが可能に！



良質な素材
適切な設計
確実な製造
安心の保証

素材産業に求められるパラダイムシシフト

素材等地域産業の２ｘ３次化！

← ここだけ一心に努めていればよかった

← ニーズへのすり合わせにも心を砕く必要が出てきた

← 製品として出荷後も継続してサービスを提供
する仕組が必要

素材産業

競争力を維持するために、

出口企業素
材

か
ら

の
デ

ー
タ

保
守

、
保

証

従来のものづくり
ビジネスモデル

複合的なカスタマー
サ ー ビ ス や 新 し い
マーケティング、マネ
ジ メ ン ト に 関 す る
ニュー・ビジネス

製品を売った後に始まる
新しいビジネスモデル

& 最新の解析能力
素材メーカー

高度ものづくり
専門知識

ユビキタス
センシング技術

AI等による
データサイエンス

六次化は第一次産業の話に限定されるものではない。
Society5.0実現の駆動力として、第二次産業も六次化が必須！

工学教育

実践教育

数理教育

製
品

供
給

地域大学の役割！



中小ものづくり産業にとってのチャンス！

特徴ある製品（市場競争力のある製品）を有している（←でないとつぶれている）

製造の現場である

サプライチェーンの一角を占める

工夫を迅速に反映させられる

市場までのルートがある

フィードバックが受けやすい

オーナー社長であることが多い
我慢強く開発に投資できる

経営判断が迅速に行える

真にイノベーティブな挑戦が可能！



共有すべき方向性を探る

「ITの発展で消えていく仕事」
データ処理や数字を扱う仕事
機械を操作する仕事
タクシーやバスの運転手
事務関係の仕事
監視の性質が高い仕事

「ITが発展してもなくならない仕事」
新たな戦略を考える必要がある仕事
重要な意思決定が求められる仕事
高度な職人技が要求される仕事
の情緒や感性に関わる仕事
ベンチャー企業

社会構造の変革
（AI等の発達によ人り就労環
境が大変革を遂げる＊）

社会インフラの整備
（通信、移動、輸送の高速化
が飛躍的に進行する）

10年後の福井大学を取り巻く環境の変化（工学分野）

近畿、中部を中心にグローバルにも
サプライチェーンメンバーとなってい
る福井地域の産業界の将来ビジョン
とのマッチング

*Michael A. Osborne(Oxford University)らによる“THE FUTURE OF EMPLOYMENT: HOW SUSCEPTIBLE ARE JOBS TO 
COMPUTERISATION?”に関する論説類参照

マネジメント＆テクノロジー



福井地域の「OI機構」プラン

福井大学
福井高専

福井工業大学
福井県立大学

仁愛大学

FOIP

地域産業研究開発拠点として、
戦略的連携・事業化を企画・推進 等

産学官連携本部

産
学
官
連
携
推
進
部
門

研
究
統
括
部
門

連携企画部

共同研究推進部

計測・技術支援部

産業人材育成部

研究企画・管理部

知的財産・技術移転部

協力会部会活動、マッチング推進 等

設備共用化支援、オープンR&D推進 等

地域産業人材・国際化人材育成
ＭＯＴ教育、起業活動支援 等

各種契約、情報収集、ＵＲＡ機能、
ＩＲ活動、リスク管理、予算・執行
管理 等

知財評価・出願・権利化、契約管理、
技術移転活動、ライセンス促進・管
理、安全保障輸出管理 等

本部長
産学連携マネジメント

OI推進機構長 理事・副学長

オープンイノベーション推進会議
プロデューサー

マテリアル複合プロジェクト

グリーンイノベーションプロジェクト

スマート光学デバイスプロジェクト

次世代染色技術プロジェクト
指定研究室

法務マネージャー

産学官連携本
部協力会企業

非ものづくり
企業

研究開発型中
小企業

リサーチ
マネージャー

地域ものづくり産業２ｘ３次化
コンソーシアム

競
争
領
域

数理・情報・経営工学教育研究の中心

地域企業群

外部から専門人材を招聘

直結！

感受化部素材開発・活用
プラットフォーム

AI研究者招聘

非
競
争

大学経営リソース
マネジメント



「知」の社会実装への本気の挑戦
ロイヤリティで左うちわは幻想なので

2019年はバテた選手をOUTして、フレッシュメンバーをIN
フォーメーションを再構築！



オプティカルイノベーション研究センター構想

福井大学学術研究院工学系部門

産学官連携本部地域創生推進本部

光学設計

地域企業グローバル企業 国内外研究機関

共同開発
技術移転
技術コンサル

共同研究
共同利用

共同開発
技術移転
事業化支援

共同研究
国際共同研究
人材交流
共同利用

国際的なオプティカル分野のクラスター形成

福井大学
産学官連携・地域イノベーション推進機構

資金資金

産
業
化
研
究
特
区

オプティカルイノベーション研究センター

研究部門（特命 and
兼任教員でドリームチーム）

オプトマテリアル研究部門

オプトデバイス研究部門

生産技術研究部門

専任&客員
、兼任教員

人材の
クロスも

ウイニングオプト社

事業化ニーズに
立脚したリソー
スの共有、持続
的な資金確保の

仕組み

先端設備等ハードウェアリソース確保、提
供、知的財産の獲得、活用、マッチング、
共同研究プロモート

専門分野の垣根を越えた融合、連携

先端「知」追及

先端「知」追及

製品・サービスに直結

現在の光学エンジンプロジェ
クトチームを核に編成

特命教員

新素材（セラミックス、樹脂）

工法、評価手法

投資・回収をサイクルさせるための挑戦



リサーチ・アドミニストレーショ
ンシステムの高度化

地域の持続的な共同研究拠点
形成

経営技術革新工学を核とする
実践的学びの展開・定着

研究推進課

URAオフィス産学官連携本部地域貢献推進センター

国際センターアドミッションオフィス

産学官連携推進部門

研究企画・
管理部

知的財産・
技術移転部

研究統括部門

共同研究
推進部

附属テクニカル
イノベーション
共創センター

連携
企画部

産業人材
育成部

地域創生推進本部 産学官連携本部

繊維・マテリアル研究
センター

産業化研究特区

スペーステクノロジー
研究センター（案）

創生人材育成部

地域連携推進部

アドミッション部

留学生定着支援部

地域キャリア推進部

・
・
・

産学官連携・地域イノベーション推進機構

タスク分散からミッション統合型協働組織へ

キャリアセンター

産業化研究特区構想は、地域におけるOI機構のモデル？



寄り集まってアイデアを練り、作り、試し、売る現場づくりプラン

ふくい共同研究拠点

ふくいオープンイノベ
ーション推進機構

リエゾン・マッチング

i-Garage
技術・アイデアの融合を育む「場」としての

戦略的実証化拠点

民間資金呼込
基盤強化

迅速な事業化

アイデア融合・
オープン型製品

づくり

成果の
ベンチマーキング

グローバルサポイン地域
の実現

オープン開発製品によるブランド化
連携による信頼獲得

基盤技術・事業の強化

・繊維や金属加工、めっき

、化成品等に関する地域
企業の持つ強い技術シー
ズを起点とする展開

産

学

官

・フッ素化学や次世代半導

体、炭素繊維複合材料等
に関する先端的知財活用

・URAを含む強い地域連携
機能

・地域の経済戦略共有
・産総研との連携
・金融機関の主体的参画

基盤技術
事業化プラン

標準化情報

「知」の強み付加

経営者
技術者

教職員
学生

技術員
CD、PD

戦略的支援

信頼性

経産省連携

広域連携

市場情報

トライアル・ガレージ

アイデア・ガレージ

スマートエネルギー利用
基盤製品開発・製造技術

少子高齢化社会を支える
自動化、省力化製品を

開発、製造する企業の集積

自動化、省力化を実現する
設計・制御技術

i-Garage ふくい

14

「場」のエコシステム
「時」のエコシステム

キャピタル、ファンド、事業化技術、設備、実証化

「知」と「人」と「金」の循環する仕組を地域に反映させるアイデア

特区の深化版 地道に持続させたい取組

県外シーズ
融合もあり！



展望
まとめ

課題設定

テーマ１：眼鏡

テーマ２：漆器実践
実証

多様な「市民パートナー」

柔軟な「ブレインパートナー」

仮説
検証

仮説作成

世界への挑戦と創造
（鯖江ならではのものづくり）

スマートフレームによる
安心でカッコいい個人認証
サービスの開発

ＩＴｘニュー漆器でほっと想いが伝
わる食事サービスの開発

未来ビジョン
作成

献身的な「イノベーションパートナー」

ビジネス化パートナー

力
強
く
回
す
！

コミュニティづくり専門家、エリアイノベ―ター、地
域大学関係者、行政関係者等

地域ものづくり企業経営者、出口企業関係者、ふくいオープンイノ
ベーション推進機構、福井大学、産総研等の研究者

JK課等「若者」、FaM等「女性」、ゆるい移住者等「よそ
者」、鯖江商工会議所青年部等「地域企業市民」、鯖江お
せっ会等「シニア」

未来ビジョン

リージョナルデザインチーム（ＲＤＴ）によるシームレスな活動サポート
統括プランナー×地域産学官リンカーズ×地域市民リンカーズ

未来ビジョン作成を起点とした地域イノベーション共創サイクルを強力に回す

33

科学技術をツールとする「意味」「価値」創造へのチャレンジ事例
地道に持続させたい取組



•地域産業の活性化に資する研究活動推進

•自律型高度産業人材の輩出

技術移転推進、地域ビジョンに基づく戦略的研究推進、
オープンイノベーション推進機構との連携、持続的な情報提供

MOTを大学院でメジャー化して活動を定着・展開、
実践教育プログラム提供、グローバル産業人材育成プログラム提供、
イノベーション支援人材育成プログラム提供

地域企業の皆様へ「技術開発」と「人材育成」に
関するソリューションを提供！

母校から母港へ 学び続けられる大学

地域型ベンチャーアプローチ
Society5.0への挑戦

人材育成も「稼ぐ力」に



垣根のない活動 地域イノベーションキャンパス

地域繊維企業

炭素繊維複合材料の例

地域繊維企業

学生
航空機等
メーカー

福井県工業技術
センター

開繊設備

分析機器

解析ツール

生産設備

評価指標、市場要求

PJT
研究

共同
研究

連携
研究

基礎
研究

成形・加工設備

例えば、学生がニーズを反映した研究課題に、地域から広く指導を受けて取り組み、
関連企業に就職、その後も関わりの中で仕事を継続する等、地域全体がCampusに！

学生
教授（連携研究）

主任研究員

航空機等メーカー
指導

指導 就職

従来の組織の枠を越えて研究開発を推進する連携のフレーム

センター長

FCC

foipの土台

課題

仕事

主任研究員

教授（連携研究）

福井大学

特命教授

テーマ

テーマ



地域のリソースを組織的に結集した母港型学びの枠組み

地域の魅力に基づくキャリアイメージについて、企業人が実感とともに伝えることで、より優秀な高校生への浸

透を図るとともに、生涯を通してキャリアを持続的に強化できる「学び」の環境構築により、世
代間の「共感」による多様な人材の地域定着が可能になる。



ex)
地域リケジョセミナー、 福井プレカレッジ
高志高校ＳＧＨ（with 経済同友会）

キャリア教育を核としたリクルートマッチング情報サービスによる収入モデル【概略版】

参加

地方自治体

福井大学
キャリア
イメージ
セミナー

実
施

高校生

留学生

学生の持
つキャリア
イメージ情
報の収集

進路希望
情報の収集

人材定着
事業予算

知識のギャップ等に配慮した
プログラム作り

CSR
リクルート経費等

現場提供、PR機会設定

地域企業

県教育のブ
ランド化情
報の提供

中期人材
動向情報
の提供

¥

¥

企業の魅力アピール（リクルーティングへ）

キャリア
設計情報
の提供

県内大学の地域人材育成支援事業補助金
（支援事項）
・多彩な学生確保プログラム
・地域志向人材育成プログラム
・学生の県内就職支援プログラム

地域の魅力アピール（定着、ＵＩＪターン促進へ）

単独ではなく合わせて
息の長い取組とするこ
とが重要！

アクションと成果回収の期間が長すぎる



技術など

知的財産資本

保護
（権利化等）

活用
（ライセンス契約等）

創造
（新技術開発等）

地域に持続的に「稼げる」仕組を作りたい！（大学を中心に）

Creation

成果の社会提供

ブランディング推進

コミュニティ形成

産業人材

・個別要素技術の融合
・大型プロジェクトの立案

・技術移転企画、実施
・知的財産群の形成

・関連企業への定着
・起業人材の供給

計測・評価支援

戦略的研究課
題設定

・活動をアピール
・地域のブランディング推進

・実施先企業への移転
・ベンチャー起業

→ 技術の利用方法に関
するパートナーシップの形
成、技術の部分開示によ
る投資呼び込み

→ 広報等による技術や人
材情報の顕在化と講演等に
よる収入をアシスト

→ 再帰的に「発注」を得る
時間的サイクルの形成

→ 研究開発費用の獲得

・機器利用料収入
・実践的専門人材育成

→ アプリケーション情報による
収入誘起、シーズ・二―ズに関
するフロンティア情報の誘引 → 真に投資・回収のサイク

ルが回せる体制構築

ファンドの形成

トップランナーを
評価する仕組

専門の壁を越えて
ドリームチームを形成

・価値評価を正確に実施
・回収まで意識した投資

・年俸制等の活用
・クロスアポイントの駆使

・チームを導くマネージャーの配置
・研究者の多様性確保

→トップ人材確保に
対する資金提供誘発

→ 学術知識提供による収入誘発



地域で知的創造サイクルを持続的に回すために、
その経営の仕組を構築し、独立させる。

福井大学福井大学

産学官連携本部、地域貢献推進セ

高専

工大

県大

産
県

福井大学福井大学

知的創造サイクルに基づく
「地域スマート経営拠点」

高専

工大
県大

産

県産

大学の中の位置担当部署

メンバーが統合的に地域イノベー
ションに関与できる組織へ

地域の拠点に！

多様なメンバーに対し、国立大
学法人のやり方が優先する・・・

立場の異なる構成員とのフレキシブル＆スピーディな連携のために

・拠点メンバーに教員格を残す？
・ベーシックインカムは保証する？

切り出しではなく、創設

必要なのは「経営者」

ここは穴を開けては
いけない

国



民間資金導入をテコにして大学の在り方を変えるためのOIを

個別に研究費を稼ぐ
というスキーム

レバレッジをかけて大学全体を動かす仕組みへ

民間資金
獲得

共同研究
実施

民間資金
獲得

教育サービスの収益化

地域間連携促進

研究の高度化

ダイレクトなグローバル化

地域内連携促進

知財を駆使して稼ぐ仕組み

つながる仕組み

会計の透明性
付与

研究者への
インセンティブ付与

戦略的地域人材
育成・定着

意味の
イノベーション

使うために稼ぐシンプルな仕組みから

圧倒的な変革スピードや膨大な量の情報による
インパクトを利用し、持続可能な社会を地域と
戦略的に共創する大学へのパラダイムシフト

在りたい大学の形への変革実現
母校型学び

キャリアイメージ教育

キャリア強化教育

財産は活用してナンボ

「知」の営業部体制

地域中小企業支援を軸と
した地域間大学連携

地域産学官金連携による
オープンイノベーション

地域企業と中央を経ずに
グローバル市場で戦うネ
タ・ヒトづくり

やりたいことがやれる幸せ

多様なヒトと対話促進

研究成果だけではなく、様々なメリットを
地域（地域を通して国富）に提供できる！

税金の使い方にも投資・回収の感覚を


